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みんなで学ぼう！金沢ことば

はじめに－本書を使って下さる先生方と児童・生徒の皆さんへ－

本書『みんなで学ぼう１金沢ことば』を手にして下さった皆さんは、金沢の方言、あるいは自

分が生まれ育った士地の方言についてどのように思っているでしょうか。もしかしたら、方言に

対してどこかで「はずかしい」とか「田舎くさい」といったマイナスのイメージを持ってはいな

いでしょうか。

明治時代になって、日本の国の体制が大きく変わり、日本の国を－つにまとめようとしたとき、

江戸時代に全国で発達した方言がその大きな障害になると考えられました。その結果、学校教育

を中心に標準語教育が進められ、それは戦前まで（－部地域では戦後しばらくも）続きました。

本土の方言との違いが大きかった沖縄などでは、「方言札」という罰札まで作って、子どもたちに

方言を使わせないようにという教育が行われました。そこで、掲げられたスローガンは「方言撲

滅」「方言矯正」というものでした。

このような教育を受けたことで、日本人の多くの人たちは、方言は共通語（標準語）に比べて

劣ったことば、悪いことば、汚いことば、といった考え方を持つようになりました。そして、地

方の人たちは､自分たちの方言にコンプレックスを持ち､進んで方言を捨てるようになりました。

この傾向は1960年代以降のテレビを代表とするマスメディアの発達によってますます強まり､全

国各地で方言の衰退が急速に進みました。

確かに､全国どこにいっても通じる共通語は便禾Ｉで､今のような時代では必要なものでしょう。

しかし、そのことと方言を捨てることは同じである必要はないはずです。私たちは、日本語とい

うものについて考えるとき、もしかすると共通語のことしか考えていないとうことはないでしょ

うか。でも、考えてみて下さい。日本語とは、全国に広く通用する共通語と、今もなお全国各地

で使われているさまざまな方言との総体であるはずなのです。日本語の豊かさを支えているもの

は共通語だけでなく方言も含めたものなのです。

わが国では、1970年代ころから、「地方の時代」といったことが言われるようになり、８０年代

あたりからは方言の急速な衰退という危機感も手伝って、全国的に方言見直しの動きがさかんに

なってきました。そして、学校教育においても、国語科や総合学習を中心に、地域の文化の一つ

としての方言の価値や役割について学ぶことの大切さが理解され始めたように思います。

方言のもつ価値・役割にはさまざまなものがありますが、２１世紀の日本語の担い手である小・

中学生の皆さん、そして先生方には次のことを理解してもらえたらと思います。

(1)生活語としての方言の価値

(2)方言を理解し、使うことで方言に自信をもち、地域に自信をもつこと

(3)方言が日本語の豊かさを支えていること

(4)地方の文化の一部と考えること

（１）については、この本の内容を学ぶ中で、共通語では表現しにくいこと、別の言い方をすれば

方言だからこそ表せることがあることを理解してもらえればと思います。金沢ことばの「いじく

らしい」「いじっかしい｣は共通語ではぴったり置き換えられないことばなのではないでしょうか。

私は隣の福井県の出身ですが、大学院生として関東地方で生活し始めて金沢に移り住むまでの１４
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みんなで学ぼう！金沢ことば

年間、塩味が濃いことを言う「くどい」（金沢でも使われます）が使えないことにとても不自由さ

を感じていました。「しょっぱい」「しおからい」ではどうしても自分の味の感覚が表現しきれな

い感じがあったからです。

(2)については、1994年から1995年にかけて研究者仲間と全国１４都市で方言と共通語に対す

る意識調査を行い（私は金沢市を担当しました)、その結果を分析する中で強く感じていることで

す。金沢をはじめとして北陸という地域は、全国的に見ても、自分たちの方言に愛着が薄く自信

が持てていない地域と言えそうです。そのことは地域に対する愛着・自信とも密接な関係がある

ように思いますが、自分たちのことばをよく知り、自信を持つことが、ひいては共通語との違い

をよく知り、共通語の上手な話し手にもなれることなのだと考えてほしいと思います。

(3)についてはすでに書いたとおりです｡方言も大切な私たちの母語､日本語の一部なのであり、

その豊かなバリエーションがすなわち日本語の豊かさそのものなのです。

(4)については､国語科という科目を離れて総合学習や地域学習の中で感じ取ってもらいたいこ

との一つです。ことばも含めて、日本全体が均質化に向かっていることが地方の文化の喪失につ

ながっていることも忘れてはならないと思います。

本書は、以上のような思いと願いを込めて、2004年度後期に金沢大学大学院教育学研究科（修

士課程）の「国語学特論Ⅱ」の受講生の人たち（松田岳志・大熊美佳・篠田留知亜）とともに作

成した「＜試作版＞みんなで学ぼう１金沢ことば」をもとに、補筆・改訂を加えたものです。そ

して、そのく試作版＞は､岐阜大学教育学部国語教育講座助教授の山田敏弘氏が2003年３月に学

生さんたちと作った「みんなで使おつけ！岐阜のことばＩ」（非売品）という優れた小・中学校向

けの方言教材を参考にしたものです。

ここ数年、小・中学校の先生方から方言学習についてのご相談を受けることも多くなり、先生

方の参考になるような方言教材の作成を考えていました。そして一昨年、金沢のことばを素材と

したく試作版＞を作成したところ、県内の学校関係者、日本語教師、マスコミ等の多くの方々か

ら予想外の評価をいただきました。できれば金沢ことば以外の教材も作成してほしいとの声も聞

かれました。

幸い、２００５年度・２００６年度の２年間、日本学術振興会の科学研究費、基盤研究(C)に加藤の申

請した「現代方言の記述に基づく方言学習教材作成のための基礎的研究」が採用され、この２年

間で北陸地方の方言教材作成の機会が与えられました。本書はその研究成果（方言学習教材シリ

ーズ）として､昨年度作成した『みんなで学ぼう１大聖寺ことば」「みんなで学ぼう！鶴来ことば』

に続いて作成したものです。方言学習に関心をお持ちの先生方、地域学習に関心をお持ちの方、

そして地域在住の外国人への方言指導を考えていらっしゃる先生方等にご利用いただければ幸い

です。特に学校の先生方には、本書を参考にご自身の手で独自の方言教材を作成していただけた

ら嬉しく思います。

く本書の内容・構成＞

本書は全体が１３課で構成されています｡現在の金沢市域で使われている金沢ことば(金沢方言）

の中から、基本的かつ特徴的な内容を盛り込むべく努力したつもりです。ただ、金沢ことばと言
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みんなで学ぼう１金沢ことば

っても、そこには世代差、地域差、個人差が当然あります。各課の会話文は、2004年度後期「国

語学特論Ⅱ」の受講生であり、金沢ネイティブである松田岳志君とそのご家族の協力を得て、５０

歳代前後の金沢ことばを想定して作成したものに改訂を加えました。伝統的な方言の学習、継承

という観点からは７０歳代前後の方言による会話文をとも考えましたが､それらには衰退している

ものも多いので、子どもたちにとって比較的身近な親世代の方言でまず学んでもらい、その後自

分たちの方言、さらに上の世代の方言へと興味・関心につないでもらう方がよいと考えました。

各課は４ページ構成とし、１ページ目に会話文とその中に含まれる語句等の語釈、会話文の共

通語訳、２ページ目に会話文の含まれる重要表現の解説、３ページ目に重要表現を使いこなすた

めの練習問題、そして４ページ目に「金沢ことば豆知識」のコラムという内容になっています。

本書末尾には、参考として「石川の方言と金沢ことば－概説一｣、「同一例文の３世代（男女別）

金沢ことば訳｣、そして「参考文献等」を載せました。

本書に対して、多くの皆さん、特に小・中学校の先生方からご意見やアドバイスをいただき、

さらに索引等を加えた完成版をめざしたいと思います。ぜひ本書奥付に記載の連絡先までご連絡

下さい。

早春の金沢市角間の里にて

金沢大学教育学部国語教育講座教授

2007年３月

カロロ塞禾口夫
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３＜本書の内容・構成＞
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第１課あたしバスケ部やよ・

会話・ことば共通語では

表現１．「～や」－名詞述語の肯定一

２．「～でない」－名詞述語の否定一

３．「～やろ」－推量一

練習問題

金沢ことば豆知識①これって方言！？（１）

８
８
９
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９
０
１
１
１

第２課明日の集合、何時やったつけ

会話・ことば共通語では

表現４「～け」－疑問一

５．「～てくれつけ」－依頼一

６．「いいけ」－許可要求一

練習問題

金沢ことば豆知識②これって方言！？(2)

２
２
３
３
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１

第３課風邪ひいてしもたがや。

会話・ことば共通語では

表現７．「～がや」－「～のだ」－

練習問題

金沢ことば豆知識③苦しさを表す方言

６
６
７
８
９

１
１
１
１
１

第４課宿題せんと寝たがやって。

会話・ことば共通語では

表現８．「～ん」－動詞の否定形一

９．「～なんだ」－過去形の否定－

１０．「～んがんなる」－変化の否定－

１１．「な_ん＋否定」－全く～ない－

練習問題

金沢ことば豆知識④だら

０
０
１
１
１
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
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第５課２１世紀美術館行ってきたうえ_。いいじ一・

会話・ことば共通語では

表現１２．「～じ－」－予想・期待に反することに対する気持ち-

13．「～うえ（－)」－情報・認識の共有一

練習問題

金沢ことば豆知識⑤変化する金沢ことば－世代差のある表現(1)－

４
４
５
５
６
７

２
２
２
２
２
２

第６課おもし－やろ？ほ_やね－．

会話・ことば共通語では

表現１４．「ほ－や」－肯定的応答詞－

１５．「な_ん」－否定的応答詞一

１６．「ほれ」－代名詞的指示詞一

練習問題

金沢ことば豆知識⑥変化する金沢ことば－世代差のある表現(2)－

８
８
９
９
９
０
１

２
２
２
２
２
３
３

第７課気一つけて行きまつしや。

会話・ことば共通語では

表現１７．「～まつし」－軽い命令・勧誘一

１８．「～さ」－勧誘の表現一

練習問題

金沢ことば豆知識⑦じゃんけん

２
２
３
３
４
５

３
３
３
３
３
３

第８課どいてま。ちよっこ待ってま。

会話・ことば共通語では

表現１９．「～ま」－強意の終助詞一

２０．「～んなん」＿義務一

２１．「～たらいかん」－禁止一

練習問題

金沢ことば豆知識⑧促音化

６
６
７
７
７
８
９

３
３
３
３
３
３
３

第９課寒いさけ、うちんなか入っとろーさ。

会話・ことば共通語では

表現２２．「～さけ」－原因・理由一

２３．「～がに」－逆接一

２４．「～や」－一般的な条件．順接（

練習問題

０
０
１
１
１
２

４
４
４
４
４
４一般的な条件・順接の仮定条件一
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金沢ことば豆知識⑨気候と方言 4３

第１０課はよらと、どこ行くがけ？

会話・ことば共通語では

表現２５．「～らと」－「形容詞十に」－

２６．「～ない」－形容詞の否定形一

２７．「～て」－形容詞のテ形一

２８．「～なけな」－形容詞に続く否定条件

練習問題

金沢ことば豆知識⑩金沢方言のオノマトペ

４
４
５
５
５
５
６
７

４
４
４
４
４
４
４
４

｢形容詞十ないと」

第１１課食べれるわいや。

会話・ことば共通語では

表現２９．「食べれる」－－段活用・力変動詞の可能動詞形一

練習問題

金沢ことば豆知識⑪ゆれるイントネーション

８
８
９
０
１

４
４
４
５
５

第１２課まだ袋に入っとるさけ、だんないやろ。

会話・ことば共通語では

表現３０．「～とる」－動作の持続と結果の残存一

３１．「～とく」－準備・措置一

３２．「～ても－」－残念・完了一

練習問題

金沢ことば豆知識⑫新しく生まれる方言（新方言とネオ方言）

２
２
３
３
３
４
５

５
５
５
５
５
５
５

第１３課みそ汁こぽいても－た。

会話・ことば

表現３３．「出いた」－サ行五段動詞のイ音便化一

練習問題

金沢ことば豆知識⑬がんこな

６
６
７
８
９

５
５
５
５
５

がいせつ

付録１：石｣11の方言と金沢ことば－概説―

ちよっこ難い､げんけど、読んでみてま

１．全国の方言から見た石川の方言の位置

２．加賀の方言

３．能登の方言

４金沢ことば

6０

０
１
１
３

６
６
６
６
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付録２：同一例文の３世代（男女別）金沢ことば訳 6４

◇金沢ことばについて学ぶための参考文献◇ 6９

７０◇方言について学ぶための参考文献◇
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みんなで学ぼう１金沢ことば

第１課あたしバスケ部やよ・

会話

たかし：つよし、中学行ったら何部入つけ？

つよし：卓球部や。たかしも卓球部やろ？

たかし：卓球部でね_よ、野球部や。ゆうこは何部や？

つよし：バドミントン部やろ。前ゆ一とったさけ。

たかし：ほ_なんや。知らなんだ。

ゆうこ：ちご一って、あたしバスケ部やよ・

つよし：前、バドミントンやってゆ－とったやろ？

ゆうこ：気一変わったがや。

ことば

入つけ？：入るの？

ゆ_とったさけ：言っていたから

ほ_なんや：そうなんだ。

ちご_：ちがう。

◆
◆
◆
◆

共通語では

たかし：つよし、中学校に行ったら何部に入るの？

つよし：卓球部だよ。たかしも卓球部だろう？

たかし：卓球部ではないよ、野球部だ。ゆうこは何部だし､？

つよし：バドミントン部だろう。前に言っていたから。

たかし：そうなんだ。知らなかった。

ゆうこ：違うって、わたしはバスケ部だよ。

つよし：前にバドミントンだって言っていただろう？

ゆうこ：気が変わったんだよ。

－８‐



みんなで学ぼう！金沢ことば

表現

1．「～や」－名詞述語の肯定一

(1)あの子も卓球部や。（あの子も卓球部だ｡）

(2)あの先生は金沢出身や。（あの先生は金沢出身だ｡）

共通語の「～だ」にあたる言い方は、金沢ことばでは「～や」となります。「～や」だけでも使

いますが、「～やわ」「～やぞいね」「～やがいね」「～やわいれ」などいろいろ組み合わせて使い

ます。若い人（特に女性）は「～やよ」という言い方も使います。

２．「～でない」－名詞述語の否定一

(3)あの子、卓球部でないよ。（あの子、卓球部ではないよ｡）

(4)あの先生、金沢出身でね－わ。（あの先生、金沢出身ではないよ｡）

共通語の「～ではない」にあたる金沢ことばは「～でない」です。「よ」「わ」とあわせて使う

と、「～でないよ」「～でないわ」ですが、あいだをのばして「～でね_よ」「～でね－わ」という

言い方もよくみられます。

若い人は「～じゃない」「～じゃね_よ」「～じゃね_わ」という言い方をよく使います。

3．「～やろ」－推量一

(5)あの子もたぶん卓球部やろ。（あの子もたぶん卓球部だろう｡）

(6)あの先生、金沢出身やろ－。（あの先生、金沢出身だろう。）

はっきり分からないけれどもたぶんそうであるということを言うとき、金沢ことばでは「～や

ろ」を使います。後ろをのばして「やろ－」とも言います。

また、文末を上昇調のイントネーションで疑問の意味でもよく使います。

（７）あの先生、金沢出身やろ？

‐９‐



みんなで学ぼう１金沢ことば

練習問題

練習１下の文を例のように金沢のことばに変えてみましょう。

例：あの子、テニス部→あの子はテニス部や／やわ／やよ・

(1)田中さん、高校生一

(2)あたしの妹、２年生→

(3)森本先生、金沢出身→

★「～でないよ、～でないわ、～でね_よ、～でね－わ」を使っても、練習してみましょう。

[二ｺの中から選んで下線部をうめてみましょう。練習２

(1)生徒Ａ：森本さんは先生なんけ？

生徒Ｂ：ほや、先生。（そうだ、先生だ｡）

生徒Ａ：泉さんも先生なんけ？

生徒Ｂ：な_ん、泉さんは先生。（ううん、泉さんは先生ではないよ｡）

(2)すぐ来る 。（すぐ来るだろう）

(3)あの女優、金沢出身 ？（あの女優、金沢出身だろう？）

‐１０‐
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金沢ことば豆知識①

これって方言！？(1)

方言には、それを話している人たちに方言だとあまり意識されないで使われているものがあり

ます。

たとえば、「あたる」「りくつな」「ひどい」「かたい」「うまそな」「じゃまない」「きのどくな」

「くどい」などは、共通語でも使われますが、金沢では共通語とは異なる意味でも使われている
ものです。

例を挙げてみましょう。

｢終業式の日も、給食があたるげんて｡」（あたる：もらえる）

｢(よくできた商品、仕組みなどに対して感心して）りくつな－｡」（りくつな：よくできた、巧
みな）

｢(体がつらそうな相手を気遣って、言葉をかけるときなどに）ひどいやろ－．」（ひどい：体が
つらい）

｢何でもよ_分かって、かたい子や｡」（かたい：聞き分けのよい、利口な）

｢(相手の赤ちゃんに対して）うまそな－．」（うまそな：元気そうな）

｢な－ん、じゃまない｡」（じゃまない：大丈夫、問題ない）

｢(旅行のお士産をもらって）あら－、きのどくな」（きのどくな：ありがとう）

｢この肉じゃが、ちよっこしくどい｡」（くどい：塩辛い）

これらは共通語と形が同じなので、共通語とは違った意味で使っていること、つまり方言だと

気づかれにくいのです。北陸三県に共通に使われる「もらえる」の意味の「あたる｣、感謝のこと

ばの「きのどくな｣、「塩辛い」の意味の「くどい」を除くと、ほかは石川県内に特有の意味をも

つことばで、県外から金沢にやってきた人が聞くと、最初はびっくりするにちがいありません。

共通語と同じ形、あるいは似た形で意味が異なるものに、ほかにどんなものがあるか、探して
みるのも面白いですね。

‐１１－
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第２課明曰の集合、何時やったつけ？

会話

明日の集合、何時やったつけ？

７時半やって、先生な、ゆ－とったがいね。

よ－聞こえんかつたがや。今からお菓子買いに行くげんけど_、もう

こ_てしもたけ？

な－ん。ほな一緒にいこ－さ・

たかし：

つよし：

たかし：

つよし

たかし：おばちゃん、ちよっこ、

おばちゃん：ほな、１００円ね。

つよし：ほ－や。能登島水族館、

おばちゃん：いいじ一・ほんな、

おまけしてくれつけ？

あんたら明日遠足なが？

行ってくるうえ－゜

気一つけて行ってきまつし。

ことば

先生な：先生が（は）

こ_てしもた：買ってしまった

な－ん：ううん（いいえ）

◆
◆
◆

共通語では

たかし：明日の集合は何時だったかな？

つよし：７時半だって先生が言ってたじゃないの。

たかし：よく聞こえなかったんだよ。今からお菓子を買いに行くんだけど、もう買ってしまったの？

つよし：ううん。それじゃあ、一緒に行こうよ。

（駄菓子屋で）

たかし：おばちゃん、少しおまけしてくれる？

おばちゃん：それじゃ、１００円ね。君たち明日遠足なの？

つよし：そうだよ。能登島水族館行ってくるんだよ。

おばちゃん：いいねえ。それじゃあ、気をつけて行ってくるんだよ。

‐１２‐
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表現

４．「～け」－疑問一

(8)あんたも卓球部なんけ？(あなたも卓球部なの？）

(9)すぐ来るがけ？（すぐ来るの？）

自分の分からないことや気になることを相手に聞くための文を疑問文といいます。金沢方言で

は疑問文のおしまいによく「け」がつきます。

金沢方言には他にもたくさんの疑問の言い方があります。

（10)今、何時け／なん／なんけ／なが／ながけ？

（11)昼、何食べるけ／ん／が／がん／んけ／がけ／がんけ？

また、最近見られる新しいものに「～らん」という言い方があります。

（12)つよし、塾通っとらん？

（13)つよし、塾通っとるがん？

「～らん」は「(る）＋がん」が変化したものだと言われています。

５．「～てくれつけ」－依頼一

(14）ちよっこし、待つとってくれつけ？（ちょっと待っていてくれる？）

相手に何かをお願いするとき、「～てくれつけ」と言います。また、若い人はあまり使いません

が、「～てたい」ということもあります。

（15）ちよっこし、待つとってたいま。

やや丁寧な言い方で共通語の「～てください」に近いものとして「～てくだんし」という言い

方があります。

（16）ちよっこし、待つとって<だんし。

この言い方も最近ではほとんど聞くことができません。人によっては「～てくたんし」と言った

り、「～てふたんし」と言ったりするようです。

６．「いいけ」－許可要求一

(17）テレビの音、小さしてもいいけ？（テレビの音、小さくしてもいい？）

自分が何かをしようとして、相手にそれをしてもよいか聞くとき、金沢方言では「いいけ」と

言います。

‐１３．



みんなで学ぼう１金沢ことば

練習問題

練習１次の文を例のように金沢のことばに変えてみましょう。

例：明日は給食なしなの？→明日、給食なしけ／なん／なんけ／ つ

(1)もう宿題済んだの？

→もう宿題済んだ ･

(2)今、何してるの？

→今、何 ◎

(3)妹は何歳なの？

→妹、何歳 ？

練習２次の文を例のように金沢のことばに変えてみましょう。

例：ちょっと、ここにいてくれる？

→（ちよっこし、ここにおってくれつけ？／おってたいま／おってくだんし）

(1)教科書見せてくれない？

→（ ）

(2)駅まで送ってくれない？

→（ ）

(3)ちょっと、待っていてくれる？

→（ ）

‐１４‐






















































































































